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要 旨

筆者は、現在、『グレゴリオ ・コン ドリ ・ママ0二 自伝』を日本語に翻訳 しているところである。グ

レゴリオは、20世 紀前半の、まだ半封建的な風習が残るベル0・ アンデスの農村で孤児として育ち、や

がてクスコ市内に移住するが、晩年の1960・70年 代 には一介の荷担 ぎ人夫 として暮らした。自らの辛酸

の数々を伝えるために、その生涯を若き人類学者のバルデラマらに語る決心 をした。この 『自伝』は単

なるオーラル ・ヒス トリーではなく、自らの経験をも伝承風 に語れる、稀代の語 り部、グレゴリオを得

たことにより、口頭伝承の宝庫 ともなっている。本稿では、その伝承を 「アンデスの自然」「アンデス

の神々」「牛泥棒」「スペイン人 ・キリス ト教 ・文明」に分類 し、紹介する。

1は じめ に一 『グレゴ リオ ・コン ドリ ・ママー二 自伝 』一

『自伝1)』 の編者解題 に よれば、主人公 のグ レゴリオ ・コン ドリ ・マ マー二は、1908年7月6

日に、クスコ県 ア コマー ヨ郡 ア コピァ村 に生 まれ た。早 くして両親 を失 い、代母 の元 で育て られ、

10数 歳 で独 り立 ち し、農村 を転々 とした後、1933年8月 に3年 間の兵役 につい た。 その後 、クス

コ市 内に移住 し、1943年10月 に はワス カル綿織物工 場 に清掃係 として就職 す る。 この頃が彼 に と

ってまだ もっ とも経 済的に安 定 した ときだ ったよ うに思 えるが、工場が 閉鎖 される1967年3月 に

失職す るこ とになる。その後 は、 わずか な年金 を受 け取 りなが ら、不完全就 業の状態 とな り、 や

が てフル タイムの荷 担 ぎ人夫 とな り、三番 目の妻 アス ンタ(仮 名)〔 クスコ市近郊のサ ンヘロニモで

非定住小作農の家で育ち、早 くに父と兄を亡 くしたためにクスコ市に働 きに出た〕 も、家計 の足 しに食べ

物売 りを始 めるようになる。

この頃、1968年 に 、若 き人類学学徒だ った リカル ド ・バル デラマ ・フェルナ ンデスが、 グ レゴ

リオ とアス ンタが先住 する、 クス コ市郊外の新 開地 コリパ タに転居 して きて、知 り合 うこととな

る。やが てバ ルデラマは、1973年 に荷担 ぎ人夫 についての ドキュメ ンタリー映画(ル イス ・フィ

ゲ ロ ア監督)の 制作 に協 力 した とき、 隣人 グ レゴ リオの語 り部 としての天賦 の才 能 に接 した。
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1975年 には 『自伝 』作成 を目的 として、 グレゴリオ、そ してアス ンタがケチ ュア語 で語 るままに

録 音 し、スペ イ ン語 に翻訳 し、編集す る とい う共 同作業 を開始 し、1977年 に は、 『自伝』初版が

刊行 される こととなる。
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図1『 自伝』第2版

もちろん、グレゴリオもアスンタもケチュア語のモノリンガルであり、スペイン語の読み書 き

はほとんどできなかった。政府が農村教育の普及に不熱心だった20世紀前半には、周辺農村か ら

クスコ市 に移住 してきた先住民系農民のばあい、それが普通だった2)。 グレゴリオは、3年 間兵
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役 につ いている ときにスペ イン語 の読 み書 きを習 わされたが、無駄だ った、 と自分 自身で述べて

いる。 アス ンタも、い くつかの アルフ ァベ ッ トが読め る程度 だった。スペ イン語が で きないため

に味 わった苦労 は多 か ったこ とだろ う。 その ような二 人の 自伝 が出版 される にい たったの には、

彼 らの ケチュア語 の語 りに耳傾 ける、若 き人類 学学徒で、 ケチュア語 とスペ イ ン語 のバ イ リンガ

ルだった リカル ド ・バ ルデ ラマ ・フェル ナ ンデス 〔ケチュア語が母語だった、と自ら述べている〕や

カル メン ・エ スカラ ンテ ・グテ ィエ レス との出会いが きっか け となったが、あ る意味 では出版 さ

れ るべ くして出版 された、 ともいえ よう3)。

英 語版4)翻 訳 者の 「あ とが き」 によれば、そ の2年 後 の1979年 に 、 グ レゴリオは 自動車事故

に遭い、 クス コ市 内の ロ レーナ病 院で息 を引 き取 った。享年71歳 だ った。4日 後 に、 アス ンタが

病院のモル グで彼 の死体 と対面 した。バ ルデラマ らは、 グレゴ リオのために ミサ を上 げた。 グ レ

ゴリオ は、現在、先住民系信者 とともに歩 んだ故 マ ンヤ神 父で有名 なアルムデナ教会の墓地 に永

眠 している。

ところで、ペル ー ・ア ンデスの口頭伝 承 につ いての文 献類 は、 これまで、語 り部が無名で あっ

た り不特 定多数であ った りす るのが普通であ り、 また記録 者が語 り部 の帰属 集団 とは民族的 ・階

級 的に異なる ことも多か った。 これに対 して、 この 『自伝 』 は、 グレゴ リオ とい う一人の人 間に

よって語 られた ことによ り、 またバ ルデ ラマ らの筆 を通 してはい る ものの、単 なるイ ンフォーマ

ン トとしてではな く 「自伝」 として記録 された こ とに より、 グレゴリオが 口頭伝承 をどの ように

解釈 したのか、 さらには 自らの体験 を口頭伝 承風 に どの よ うに理解 し、納得 しよ うと したのか

(あ るいは納得 しなか ったのか)、 とい う微妙 なニュ アンス まで、われわれ読者 に提供 して くれる。

それゆえ、貴重 な歴 史資料 ともな ってい るので ある。

以下 では、 その伝承 を 「ア ンデスの 自然」 「ア ンデス の神 々」 「牛泥棒」 「スペイ ン人 ・キ リス

ト教 ・文 明」 に分類 し、簡略な解 説 を加 えるこ とによ り、紹介 しよう。

皿 アンデスの自然

ペルー ・アンデスの自然は、周知のように、多様で過酷である。アンデス山脈を基軸 とした海

岸部 ・山岳部 ・密林部 という3区 分に高度差 を加味することにより、地理学者プルガル=ビ ダル

は、八つの地域に区分 した。アンデス山脈西斜面は、ユンガ(果 樹など)・ ケチュア(ト ウモロ

コシ栽培)・ スニ(イ モ栽培)・ プーナ(牧 畜)・ ハンカ(山 頂)の 五つに細区分される。海岸

部 ・山岳部 ・密林部の相互間、さらに高度差によって細区分された、異なる生態学的階梯の相互

間は、ムーラが命名 した垂直統御 というシステムによって緊密に結合 されていた。

また、同 じアンデス山脈に位置するとはいえ、別名アルティプラーノと呼ばれるペル0の プー

ノ地方からボリビアにかけての山岳部は、確かに海抜は4000メ0ト ル近いが、どちらかといえば

平坦な高原地帯を形成 している。 もっとも急峻な山容を呈するのは、海抜では2000メ ー トル後半

から3000メ._._トル前半のクスコ地方のあた りである。資料1が 示 しているように、クスコ市は

「山籠れる」都市なのである。クスコ市か ら列車で旅する旅行者は、プーノ市に向か うにつれて、

農耕地帯から牧畜地帯へ と変化する車窓の風景に魅入ることだろう。
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もちろん、普通なら農耕限界のはずの海抜3000メ ー トルを超えるにもかかわらず、赤道に近い

「熱帯高地5)」 であることから、農耕が可能となるわけではあるが、資料3の ように、過酷な自

然条件の中で農耕や牧畜 を営まざるを得 ないことに変わりはない。自然の過酷さを前 にすれば、

人々は何 と無力なことか。グレゴリオが伝えるアラリワという共同畑の作物番は、氷雪からジャ

ガイモ畑を守るために、聖シプリアンの祈 りを唱え、香や乾燥 タマネギを焚 き、灯油や聖水 を振

りかける。それでもだめなら、素っ裸になって、灯油や聖水 を振 りかけた土 くれを投げつけるし

かなかった、という。だから、資料2の 話が示唆するように、数種の作物に特化するのではなく、

一つの作物がだめになっても、食いつなげるように、多様な、何百種類 ものイモや トウモロコシ

の品種が大切に伝承 されてきた。

また、資料4が 示すように、ケチュア語でチクチと呼ばれる氷雪によって台無 しにされた作物

は無に帰するのではなく、盗まれて、他の場所に保管されただけだ、 というのは興味深い発想で

ある。

図2ク ス コ 地 方

(出 典)GuiaturisticadelCuscoyregion,Lima,1998,pp.16-17.

【資 料1】 クスコの建設

昔、 クス コは何 もない原 っぱだ った。山 もなか った。風が 吹 きす さび、せ っか くイ ンカが作 っ

た壁 も家 もなぎ倒 された。 イ ンカは、ラ ・ラヤ6)へ 行 って大 きな囲いを作 り、クス コ建設 が完 了

す るまで、風 を閉 じ込 めてお こうと した。そ こへ、風 の持 ち主であ るインカ ・コヤ(正 妃)が や

って きて、一 日だけの猶予 をイ ンカに与 えた。 イ ンカは太 陽 をつ なぎとめ、一 日を長 くした。建

設が完了す る と、イ ンカは、 自分の妻の忠告 に従 い、風 除けのため にクス コの周 りに山々 を築い



青 木:ペ ル ー ・ア ンデ ス ・ケ チ ュ ア語 の 世 界 55

た の である。

【資料2】 大地の神様パチャママ

いつのことか知 らないが、神様が、一種類の植物から、つまり一本の根から、人間が食べる実

がみんな稔るように、お命 じになった。たとえば、てっぺんに小麦が成 り、両側には トウモロコ

シの果穂が5～10本 で き、根 にはジャガイモがで きるように。パチャママが怒って抗議 した。

「そんなにいろんな作物は生めません。作物には別々の植物 と根がよいのです。」それ以来、小麦

とトウモロコシとジャガイモは、別々の根 を持つようになった。

【資料3】 チクチという氷雪

チクチの中を、三人の兄弟がいつも一緒に進む。先頭のベルナクは一番騒々しくて、上に行っ

た り、下に行ったり、爆発 した りする。それは雷で、脅かすだけだ。二番目はエラクで、おとな

しい。聖シプリアンのお祈 りで侮辱 し、灯油 と聖水を振 りかけると、退散するという。 トウガラ

シのように彼の目を焼いてしまうか らだ。最後のチャナク7)は 一番凶暴だ。何をも恐れず、畑 に

入ると、ジャガイモもソラマメも、すべてを盗んでしまう。作物の魂 を持 っていってしまうのだ。

魂を抜かれたら、収穫は期待できまい。

【資料4】 湖の神様ママコーチャ

ピンチムロ村出身の旅人が、高地の草深い道を歩いていた。激 しい雨が降 り始め、闇夜になっ

た。遠 くに小 さい明か りが見え、近づいた。家畜番の小屋ではなく、荒れ果てた倉庫のようだっ

た。中から、小柄で白髪の老女が出てきて、息子たちが凶暴で、あなたを殺 しかねないから、お

泊めできない、と言った。男が嘆願するので、老女は片隅に水甕でか くまうことにした。やがて

雷鳴が し、子供たちが次々に帰 ってきた。最後のチ ャナクは、番人から灯油をかけられたけど、

奪ってやったぞ、と叫んだ。男は、甕の穴から、何頭ものラバからジャガイモや豆が積み降ろさ

れるのを見た。ラバを繋いでいるのは、黄色の生きたヘビだった。男は、すぐに寝入った。目覚

めたときは、もうだいぶん明るかった。泊 まったはずの家はもはやそこにはなく、男は湖畔で眠

っていた。湖 〔ティティカカ湖……引用者補足〕の神様ママ コ.___チャだったのだ。三人の兄弟が盗

んできたものがそっくりそのままそこにあった。ジャガイモ も豆 もトウモロコシも。

雷に打たれて死んだ人があの世 に行 くと、ママコーチャの下僕になる、という。あの世では、

荷物を積んだり降ろした りして、ママコーチャの略奪の手伝いをして暮 らす。彼 らの周 りは食べ

物の山だが、人々からは憎まれる。村には何 も残っていないか らだ。

皿 アンデスの神々

ペルー ・アンデスの人々は、16世 紀のスペイン人による征服の結果、キリス ト教 に改宗させら

れるが、それと同時に、先インカ期以来の汎神論的な信仰心 も保持 して きた。資料5・6の アウ

サンガテ山8)は 雪を頂 き、とりわけ重要な高峰であ り、山岳信仰の中心的な対象の一つである。
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また、資料7以 後のパ ンパマルカ、パンパクチュ、ワンカなどの神様は、拙稿 「ペルー ・アンデ

スの口頭伝承一+字 架一9)」で紹介 した事例 に属 し、アンデスの山岳信仰 とキリス ト教 とが習合

したフォーク ・カ トリシズムの例 と考えられる。

拙稿で指摘 したように、アンデスの神々には、アンデス世界を規定する互酬原理に基づいた二

面性がある。つまり、「奇跡を起 こす神」と 「懲罰する神」 という二面性である。

資料5の 家畜業者は、アウサンガテ山の神様から花嫁や家畜や金銀 をさずか りなが ら、サ ミン

チャの礼10)を怠ったばか りに、一切合財 を一瞬にして失ってしまう。また、悔俊 したにもかかわ

らず、アウサンガテの神様に蝿のように殺されてしまう。資料9の 二人の妻を持つ鉱山師は、ワ

ンカの神様の聖水で難病が治るが、教会婚をした妻 と暮 らせ、 とい う神様 との約束を履行 しなか

ったために、熱病により死んで しまう。

グレゴリオの語る伝承は、けっしてハ ッピーエンドには終わらない。当のグレゴリオの場合は

どうか。やは り、「奇跡を起 こして くれる神」よりも 「懲罰する神」のほうが近かったようだ。

二番 目の妻のホセーファは、もともと病弱で、頭痛や腹痛、背中痛に苦 しんでいた。クスコ県

パンパマルカの出身で、家族 もそこで暮らしていたので、パンパマルカの神様(資 料7)の 祭礼

に帰郷することにした。グレゴリオは仕事を休めなかったので、ホセーファー人で行って、 自分

たちの分 も祈 って くれるように頼み、故郷でミサも上げてもらえるように100ソ ルを渡 したとい

う。しか し、ホセーファは市では食料や衣服を買い込み、 ミサのことは忘れて しまった。ホセー

ファは、パンパマルカのオクタボ(8日 目の祭 り)の4日 後にクスコに戻 ってきたが、パ ンパマ

ルカの傍 にいなが ら神様のことを忘れてしまったので、・数週間後に病気 になった。このようにし

て神様は妻を懲 らしめになった、とグレゴリオは考えた。

また、青年時代にシクアニにいた頃、グレゴリオは、ワンカの神様の定期市で甕を売って一儲

け しようと考えた。主人 らからロバを2頭 借 り受け、サンペ ドロで甕を買い込み、 トウモロコシ

と物々交換 しようというのだ。ワンカに無事に着き、甕は全部売 り切れ、ロバ に水を飲 ませた。

資料10に あるように、聖母マリアの泉の水を飲 ませ、善きキリス ト教徒 に変え、積荷にも幸運が

宿るように願ったのだ。ところが、ロバはやがて発熱 し、必死に介護 したにもかかわらず、死ん

で しまう。病気平癒 を祈願するワンカの神様の膝元でロバを死なせてしまったわが身の不運 を嘆

いた。 きっと、間違えて悪魔の泉の水を飲ませた、とむ りや り自分 を納得 させようとしたかもし

れない。結局、死なせたロバ を弁償するために、主人のもとで2年 間働 くこととなる。

【資料5】 アウサンガテ山の神様

アウサ ンガテ山のあたりの村々を旅していた家畜業者が、山の正面の大 きな岩に腰 をおろした。

そこに、その地方の身なりをした人間が現われ、男に、自分の娘 と結婚 したら、家畜を売ってや

ろう、娘は自分の命令 に従う、 と持ちかけた。男は結婚に同意 した。ついて行 くと、アウサンガ

テ山の中腹の岩が扉のように開いた。その晩娘 と寝たのかどうか、定かではない。翌朝、男は、

見知 らぬ村にいた。リャマやアルパカがいっぱい群れていた。数 日後、男は娘 と結婚 した。とこ

ろが、娘の親はアウサンガテ山の神だったから、結婚式にはアレキーパのマイシスコ山の神やク

ヌラナ山の神が呼ばれた。
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結 婚 してた くさんの月 日がた った頃、男 は、妻 と一緒 に、故郷 に帰 るこ とに した。一頭の リャ

マの背 に義父か らもらった包 み を しば りつ けて、二 人は出発 した。 中身は銀貨 だ っただ ろう。 ク

ス コに着いて、男 はチチ ャとい う トウモ ロコシ酒 を飲 もうと したが、妻 は断 り、サ ミンチ ャを し

て くれ るように言 った。 しか し、 この野卑 な男 には通 じなか った。サ ミンチ ャもせず に飲み干す

と、妻 も飲む ように強要 し、拒 まれる と、チチ ャをかけ、妻 を殴 った。す る と、妻 の姿は、 リャ

マや荷 物 と一緒 に、掻 き消 えた。次 の 日、酔いが醒 める と、男 は後悔 し、旅 に出た。妻 と出会 う

前 と同 じ岩 に腰 をお ろ した。 この うすのろは何 日 も座 り続 けた。鳴動 とと もに、 山の扉 が開いた

が、 このたびは大 きな腕が 出て きて、男 を蝿 の ように鷲掴 みにする と、山の奥深 くへ と引 き入れ

た とい う。

【資料6】 アウサンガテ山の神2

ア ウサ ンガテ山の神 が、ペル.__.政府 の長 と話 し合 うため に リマまでやって きた。 山の神 は、黄

金色 に輝 く最上 の服 で官邸 に入 った。政府 の長 は羨んだが、 山の神 は、彼 の警 官や取 り巻 きが ビ

クーニャを殺 し回っている ことを、殺 し続 けるな らば、 ビクーニャをみんなア ウサ ンガテ山に囲

い込 んで、ペ ルーの全土 か らいな くさせ る ことを、伝 えにきたのだった。

【資料7】 パンパマルカの神様

パンパマルカの神様は奇跡 を起 こす。 しか し、パ ンパマルカの出身ではなく、クラワシ村の出
I

身 であ る。歩 き疲れ てチ ャリャカチャ川 のほ と りのヤ ウリ11)の 木 の下 で、休 んでいた。ユユ とい

う大根 の葉 っぱ を摘み に来 た貧 しい女 が通 りか か り、女 は、パ ンパマ ルカへ 、嘘 の ように一歩、

二歩で知 らせ に帰 った。 「あ そこのチ ャリ ャカチ ャに銀 のわ ら じを履 いたお人が 、疲 れ きった姿

で、血 の汗 を流 しなが ら、 ヤウ リの木 の下 にい る。」 人々 は、 「血 の汗 を流す なんて、 ただの ミス

テ ィ[非 インディオ……引用者補足]で はない」 とつぶ や き、例 の女 を先頭 に、み んなで連 れに行

った。ス リマナ にいたパ ンパ マルカの司祭 は知 らせ を受 ける と、十字 架 をかつがせ、鞭 を鳴 らし

なが ら、やって きた。歌 と祈 りの中、香 で もて な し、パ ンパ マルカに連 れて きたが、神様 はそ こ

には住 もう とせ ず、姿 を消 した。チ ャ リャカチ ャで見 つけ て、再 びパ ンパ マル カに連 れ帰 った。

1レ グア12)以 上 の距離 だ。が 、再 び姿 を消 した。パ ンパマル カの村役 と村 人はみん な、鞭 とペ ル

ー国旗 を持 って、笛 と太鼓 を打 ち鳴 らしなが ら、向か った。司祭が先頭 で、裸 足の まま十字架 を

かつ いでいった。 ヤウ リの木 の下で発見 し、み んなが懇願 してパ ンパ マルカ に戻 って もらった。

彼がパ ンパ マルカ にとどまるようになってか らは、金持 ちや権力者 が村 に現 われ るの を許 さな

かった。彼 が唯一 の領 主であ る。今 で も村役 た ちは、裁判 官 も代官 も村長 も、貧 しい者 である。

金持 ちは村 にいるこ とが で きず 、出て行 かなければ ならないのだ。

【資料8】 パ ンパ クチ ュの神様

パ ンパマ ルカの神様 には五 人の兄弟13)が い て、その一人がパ ンパ クチュの神様 であ る。 この神

様 も、コチ リワイ村 を 目指 し、ア コマ ヨを越 え、 ピル ピン トのあた りを歩い てい た。 とある坂 で、

アランサ ッチャの木が木 陰 を作 ってい たので、腰 をおろそ うと したが、木 は遠 くへ 逃げた。怒 っ
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たパ ンパクチュは、木に呪いをかけて、行ってしまった。アランサ ッチャの木は今では、石ころ

だらけの砂漠の坂に、枝ばか りで、小 さな葉っぱが幹についているだけだ。それまではアランサ

ッチャは柳のようによく茂った木で、温暖な谷から冷涼な高原に行 こうとする旅人に木陰を提供

したものだった。

パンパクチュは、この坂では休まず、ようや く泉のある丘に着いた。プーナと呼ばれる冷涼な

高原からの雪解け水を飲んだが、肺炎になった。彼にとっては水が冷たすぎたのだろう。肺炎に

なったので、血を吐いた。今 日まで、その丘は血で染まっている。パ ンパクチュの本名はハシン

ト・ロケ14)である。口から血を吐 きなが らようや く着いたところで、彼は奇跡を起こす。コチリ

ワイの人々がきっと発見 したのだろう。ミサを上げに、 どこから司祭がやってきたのかも知 らな

い。 しか し、奇跡のことが知られると、いろんなところから踊 り手たちがやってきた。

【資料9】 ワンカの神 様

パ ンパマ ルカの神様 の もう一人の兄 弟が ワンカの神様 である。彼 の奇跡 は、マ チュ ・パ チ ャ ト

ゥサ ンにほど近 いワコ トの小村 で起 こった。 ワコ トの近 くにア タス とい う谷 間が あ り、そ こヘ ワ

コ トの子供 たちが牛や羊 や リャマ を放牧 させ に行 っていた とい う。 この草地 に、 ある 日、パ ンを

持 った ミス ティの少年が現 われて、子供た ちと仲 良 くなった。 こう して遊 び始 めて、家畜 の世話

も しな くなった。数 日が す ぎたが、家畜がい な くなるこ とも、キ ツネや プーマに食 われる ことも

なか った。反対 に、家畜 は太 り、数 も増 えた。子供 た ちはお弁 当 を食べ てい なかった。「ミステ

ィの少年 がおい しいパ ンを くれ るか ら。」 ある 日、一 人の父親が確 かめ に行 ったが、 自分 の子 供

た ちが家畜の世話 もせず に遊 んでいる姿 しか見 えなかった。

以前 は、 この少年 はア タスのアパチー タと して知 られる石積 みの ところで暮 らしていたが、 こ

こはとて も寒 くて、風 も吹 きす さんでいたか ら、好 きでなか った。青年 になった彼 は、 この石積

みか ら降 りて きて、ワ ンカ ワンカ と呼ばれ る ところで暮 らす ようになった。青年 は旅 に出て、梅

毒 にかか った人物 と知 り合 った。数 日後 、治療 しに彼 の家 まで 出向い た。 この病人 の名 はペ ド

ロ ・アリアス といい、二人の妻 を持つ、金持 ちの鉱 山師だ った。妻 たちは男 を人 間扱 いせず、食

事 も遠 くか ら渡す だけだった。治療師で治せ る者 はいなかった。青年が一瓶の水 を振 りかける と、

で きものはす っか り消 えた。感謝 す る病人 に、「訪 ねて来 たいな ら、一人 でワ ンカワ ンカの プマ

ックワ ンカナ ンパ タ15)へ 来 なさい。」 と答 えた。ペ ドロ ・ア リアス は妻 たち に別れ を言 い、一頭

のラバ に乗 り、 もう一頭 の ラバ にた くさんの銀貨 を積 んで、村か ら村へ旅 に出た。何 千人 にも訊

いたが、分 か らず、 もう食料 も銀貨 もな くなって、クス コ市のサ ンブラスの安宿 に投宿 した とこ

ろ、 ワ ンカワ ンカあた りの出身の村人 に出会 った。喜 んで、その村人 に何杯 もチチ ャ酒 をお ごっ

た。翌 日、村 人に連 れて行 って もらって、サ ンサルバ ドールの村で ラバ を降 り、徒 歩で プマ ック

ワ ンカナ ンパ タまで行 った。神様 は草 む らの中で暮 ら していた。神様 は、血 の汗 を流 してい た。

ペ ドロ ・ア リアスはサ ンサルバ ド..__ルに立 ち戻 り、司祭 に知 らせ た。司祭 らは十字 架 を掲げてそ

の場所 に行 った。ペ ドロ ・アリアスが一番 に着 いた。司祭やた くさんの人 を見 る と、神様 は逃 げ

よ うとした。追 いつかれそ うになった神様 は、巨岩 の上 に仰 向 けにな り、そ こに張 り付 いた。岩

には、神様 の身体 の輪郭だ けが残 った。 この奇跡 が起 こったので、祈 りとミサが上げ られ た。ぺ
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ドロ ・ア リアスは小 さな家 を作 った。今 では大 きな修道院 になっている。

ある 日、神様がペ ドロ ・ア リアスの前 に現 われて、 「二人 の妻 の うち、結 婚 した妻 とだけ暮 ら

しな さい。そ う しなければ、お前 の首 をはねるぞ。」 と言 った。ペ ドロ も誓 った。 こ うして喜 ん

で故郷 に帰 ったが、正妻 は、彼 が誰 なのか もわか らない振 りを した。 もう一人 の妻 は嬉 し涙 を流

し、 た くさんのチチ ャ酒 とご馳 走で祝 って くれた。 そ こで二人の妻 と暮 らし続 けたが、 しばら く

して、約束 を忘れ たか どで、神様 は男 を熱病 でほ うむ った。

【資料10】 ワンカの泉

ワンカの神様の聖堂の近 くには、四つの泉がパチャママから、つまり地中か ら湧 き出ている。

最初の泉は聖母マ リアの水であり、この水 を飲むと、善 きキリス ト教徒になる。また、年寄 りに

は疲れを癒す。二番目め泉は、耕作者の守護聖人イシ ドロの泉であ り、祝福されている。これを

瓶に入れて持ち帰 り、畑の取水口に注いでお くと、 日照 りのときも、水が枯れることはない。三

番 目の泉は、大天使の水であり、これを子供 に飲ませると、腹の虫が駆除され、済癬 も治る。最

後の四番 目の泉は水量が一番多 く、サクラという悪魔のものである。この水 は呪われているから、

飲むべ きではない。ライカという邪術師が、呪いをかけるために飲むのだという。

N牛 泥棒

"Amallulla
,amasuwa,amaqella."(嘘 をつ くなかれ、盗むなかれ、怠けるなかれ。)

これは、アイユと呼ばれる村落共同体で日常の挨拶代 わりに交わされていた、といわれている

格言である。過酷な自然環境を生 き抜 くために、自然のわずかな恵みを平等に分け合うように、

複雑な互酬関係の網の中で生活が営まれていたペル0・ アンデスの村落共同体は、一種の相互監

視の社会だった。蓄財することは、けっして善であるとは見なされなかった。他人よりも蓄積 し

てしまった財は、宗教儀礼のカルゴ役などを通 して散財すべきものだった。でなければ、ニャカ

ックとかピシュタコとか呼ばれる脂肪抜 き取 り魔や首切 り魔16)にされてしまいかねなかったから

だ。

資料7の パ ンパマルカの神様 は、金持ちが村の中で暮らすことを禁 じた。 また、資料19に ある

ように、自動車に乗るのを人々が嫌 ったのは、自動車に乗 るのは金持ちだけで、不正に蓄財 した

からだと誤解されてしまう、と考えたからだ。出身農村における金銭観を、人々は、クスコ市で

暮らすようになったあとも、持ち続けた。

グレゴリオも、このような意味での 「盗むなかれ」のいましめを身体内化 していた人物である

と考えられるが、資料13に あるように、牛泥棒の共犯であるという嫌疑 をかけられ、禁鋼6ヵ 月

の刑に処せられた。この刑務所で知 り合いとなるカマラ村出身の囚人からさまざまな口頭伝承や

経験談(た とえば、資料14)を 聞かされ、快哉を叫んだりするが、彼 らは自分 とは異なる星の下

に生まれた人々であると見なし、盗みについての意見を完全に共有 したわけではなかった。

ただし、自分の嫌疑についてはよほど腹に据えかねたのか、つぎのような義憤 をもらしている。

裁判官たちやミスティたちはみんな、朝 も昼 も晩も牛肉を食べている。その肉は盗まれた牛のも
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のだ。このことを彼 らはみんな知っている。ウルコスの裁判官のルイス某 も、彼のために盗んだ

牛泥棒たちを裁いている。彼 自身は刑務所には行かないし、官憲に知らせ もしない。裁かれるの

は自分たちだけであり、 ミスティに対 して法律は別の顔 を向けるのだ、 と。

なお、キリス ト教の神様がこの世界では邪術師や盗人として有名だったという、資料11や 資料

12の話については、筆者は他の出典に掲載 されている例 を知らず、興味深い。

【資料11】 神様の逃亡と聖イシドロ

昔、神様は、この世界では邪術師や盗賊 として知られていた。神様にはたくさんの仇敵がいて、

追いかけられていた。「あの邪術師はどこにいった?」 「このあたりは、邪術師も盗賊も通 りませ

んでした。」村から村へ と訪ね歩いていた彼 らは、ある日、耕作者の守護聖人である聖イシドロ

が小麦を蒔いているのに出会った。そのほんの少 し前に、神様が聖イシ ドロの畑 に通 りかか り、

「私のことを訊かれたら、通ったけれど、それはこの小麦を蒔いたときのこと、一年前のことで

した」 と答えるように頼んでいったところだった。追跡者がやってきたとき、言われたとお りに

答えて振 り返ると、小麦はもう脱穀するときを迎えていた。

【資料12】 神様の逃亡と雌牛

昔、雌牛の色がまだまっ黒だった頃、追跡 されるのに飽き飽 きした神様は、仇敵たちの雌牛を

隠して、乳 を搾 った。その乳を、聖水のように、牛の群れに振 りかけた。牛の色 を変えて、持主

に分からないようにしたのだ。持主たちはほうぼう捜し始めた。こうして仇敵たちは神様を追跡

するのをあきらめた。牛泥棒は、神様のいたずらから始まったのだ。

【資料13】 牛泥棒(グ レゴリオの経験談)'

グレゴリオは、退役1年 後、ポマカンチ出身の友人と一一緒に、砂金採 りのために熱帯地方のキ

ンセミルに向けて旅立った。カ トゥカの町では友達の知 り合いの家に泊まった。 しか し、この知

り合いは、夜 には牛泥棒に早変わりした。盗んできた牛を殺 して料理すると、家族で一晩中食べ

続けた。夜明け前になってようやく、二人はシチューを少 しだけ相伴 した。そのまま、昼まで眠

って しまった。牛の持主 と官憲が追いかけてきて、二人を含む全員を逮捕 した。牛を三頭 も盗ん

だのだった。

法廷で、グレゴリオは裁判官の誘導尋問にひっかかって、「はい、彼 らはほんの少 しだけシチ

ューをくれました。で も、肉は くれませんで した。ほんの少 しのスープだけです。」 と、答えて

しまった。これに対する裁判官の判決はつぎの とお りだった。「いいや、息子 よ、だからこそ、

お前は刑務所に行かなければならない。肉は、スープがなければ価値がない。スープにこそエ ッ

センスがある。だか ら、刑務所に行かなければならない。盗まれた肉を食べる前に、官憲に知 ら

せなければならなかったからだ。知 らせなかったことがお前の罪なのだ。」グレゴリオは、牛泥

棒の共犯とされ、禁鋼6ヵ 月を言い渡され、実際には9ヵ 月をクスコ県ウルコスの町ゐ刑務所で

暮 らすことになった。
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【資料14】 牛泥棒2

法廷で裁判官から 「君、自由になりたいのなら、本当のことを言いなさい。」 と追求されたと

き、カマラ村出身の一人は、次のように答 えた。「私たち貧乏人は、いつ も旅をしなければな り

ません。牛 を盗んだことなどありません。馬に乗ってその町を離れようとしていたとき、あの牛

が小 さな坂の上で草を食べていました。いたずらのつ もりで縄の一方の端を投げて引 きずってい

きましたところ、家に戻ってみると、あの忌 まわ しい牛が私の馬のあとから縄についてきたので

す。私は快哉 を叫びました。神様、ありが とうございます。この小 さな牛 を私たちにおつかわし

になろうとされている、と。だか ら、牛を殺 して家族みんなでいただいたのです。私は盗人では

ありません。牛のほうが、私の家 まで縄 を慕 ってきたのですから。」,

カマラ村出身者はそのような星に生まれついたに違いない。地に呪われた者すら彼 らにはうん

ざりし、逃げ出すほどなのだから。

Vス ペ イン人 ・キ リス ト教 ・文明

インカ帝国の中心クスコ 〔クスコ市外ではあったが〕で生まれ育ったグレゴリオは、人並みの親

インカ感情や反スペイン感情を抱いていたことに疑いはない。しか し、スペイン人やキリス ト教

や文明に対する感情には複雑なものがあったようだ。資料15・16か らは、インカや自分たちイン

カの末喬の無欲さに対する誇 りとともに、インカを殺害 したスペイン人の欲深さが文明をもたら

したことへの腹立た しさが感 じ取れる。

また、ペルー ・アンデスの土着の汎神論的な信仰心にどっぷり浸かって育ったグレゴリオにと

って 「キリス ト教徒 らしく」ふるまうとは、夫逝 した実子が資料17の ようなリンボ界17)で苦 しま

ずにすむように、あるいは病院で病死 した二番 目の妻ホセーファが共同墓穴に投げ捨てられない

ように、木棺を用意 し、 しかるべ く埋葬することだった。あるいは、「怒 り中毒」 にかかったア

スンタの苦 しみを軽減するために、教会で結婚式 をあげることだった。そのグレゴリオが もっと

もキリス ト教徒 らしくないと思ったのは、ペルーの軍隊だった。彼にとって軍隊とは、人間を家

畜扱いする場所、物がす ぐになくなる場所、先住民だけが徴兵 される場所、そ してケチュア語を

喋ってはいけない場所、スペイン語で号令 される、つ らい場所だったようである。

確かに、軍隊 も病院も、そして官憲も、先住民系の(ま さに 「インディオ」の)、荷担ぎ人夫

や食べ物売 りのグレゴリオたち、都市の貧民には、やさしくはなかった。グレゴリオらがクスコ.

市に移住するようになる時代、ペルーは、資料18・19の ように自動車や飛行機 に代表されるよう

な文明や近代化の時代を迎えるが、その一方、資料6に あるように、ビクーニャの乱獲を諌める

ためにわざわざアウサンガテの神様がペル0「 政府」 まで出向かなければならないような時代に

なっていた。

グレゴリオがアスンタと一緒に数年前に久 しぶ りに訪れたワンカも、昔 日のような物々交換の

場ではなく、なんでも 「金、金、金」の現金取引になってお り、自動車や トラックが 「蟻のよう

に」行き交っていた。かつての巡礼地は観光地化 していたのだ。クスコ市にやってきて以来、グ

レゴリオが不思議に思うのは、家族や友人の問以外には、ほとんどアイニが見 られないことだっ
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た。 まるで、都市 に出て きて しまうとみん な、 この ような、互 いに助 け合 うとい う労働交換 の方

法 を忘れ て しまうよ うに思 えた。だか ら、 クス コのス ラム街 で も、人々は アイニで はな くお金 の

ため にだ け働 き、いつ まで もみす ぼ らしい掘 っ立 て小屋 の ままなのだ、 と嘆 くの だった。

灘 縄

・纒 麟 触

灘AVc。4之46・ボcc蹴 ◎

鐵 デナ教織 戴 タ

η憲

1麟}漁剛 脚磁齢砺蛎

図3

(出 典)GuiaturisticadelCuscoyregion,p.19.

識 頻 鞍
。

く

、

纐

鋼

.、鯛

な簿

～
趣
蓑

.
×

ノ

、
ド

・

髪

ヴ

麹

ゐ
諸

2

.

簸

.避
羅

・
・

騨＼ ＼

クスコ市

【資料15】 神様とインカ

神様が町々を旅 して 「どんな仕事が してほ しいか」と尋ねた ら、インカリつま りインカ王は

「何 もい りません。石 を歩かせることも、一回の投石で山や谷 を作 ることもできます。知るべ き

ことはみんな知っています。」 と答えた。二つの顔 を持つ神様は私たちの祖先の敵であるスペイ

ン人にも尋ねた。スペイン人は欲深で野心家だったので、あれ もこれもと注文した。だか ら、私

たちは、エンジンや自動車も、ヘリコプターや飛行機 も、知 らないのだ。

【資料16】 インカとスペ イン人

トゥパ ック ・アマル18)は トゥンガス カの出身で、同郷人 だ。イ ンカの息子 で もあ る。 ある 日、

仇敵のスペ イン人 によって殺 された。 トゥパ ック ・アマ ルの仇敵 は、私 たちの祖先であ るイ ンカ

の仇 敵で もあ る 。

スペ イン人 たちはイ ンカを殺 した。イ ンカた ちは紙 も文字 も知 らなか った。神様 が紙 を与 え よ

うと したが、断 ったの だ。情報 は、紙 ではな くビクーニ ャの毛19)を 使 って伝達 した。スペ イ ン人

は 「この紙が話 す。」 と言 って渡 したが、 イ ンカは紙 を地面 に捨 てた。文字 が分 か らなければ、

紙 は話 しようが なか った。イ ンカは殺 された。 「インカが戻 って きた ら、スペ イ ン人た ちは どう

言 うだ ろうか?」 と、 グレゴリオは思 う。
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【資料17】 リンボ界

リンボ界はウクパチャという地下世界にあ り、夜のように暗 くて真っ暗だ。洗礼 を受けずに死

んだ幼児の魂が行 くところだ。これらの魂は、暗闇の中をもがきなが ら、何 レグアも、鐘を鳴ら

す紐 を探 し回る。誰かが探 し当てると、鐘が鳴 り、幼児の方向に一条の光が射 してくる。すると、

翼が生えてきて、鳩になる。こうして、これらの魂は救われ、ハナックパチャという天上世界の

庭師になる。

【資料18】 飛行機(グ レゴ リオの経験談)

「人 間が風 の上 を早足で歩 くんだ って。」 と人々が 口伝 て に噂 し合 ってい た ときに、飛行機 が

やって きた。「お お、神様 、なん とい う獣 をおつ かわ しにな ったので しょう。」 と言 う と、洗髪 す

るため に とって あったお しっ こを振 りか け、ニ ンニ クを噛み砕 いて吐 きかけ た。「プ ッ、 プ ッ。

不吉 な前兆 だ。 なん とい うキ リス ト教徒 なのだ、 これ は!」 と。

シルキ ンチ ャ山のほ うか ら、 コン ドルの ような巨大 な鳥が現 われた。 グ レゴリオ は、 グメルシ

ン ドお じさんか ら聞いた話 を思い出 した。 この世 の終わ りの数 日前 に、 コン ドルの頭 とリャマ の

足 を もつ アルカマ リとい うのがや ってきて、私 たち、イ ンカの末喬 に、 この世 の終わ りに備 える

よ うに告 げ に来 るのだそ うだ。 「司祭 の ピサ ロに殺 されて以来 、 ウクパ チ ャとい う地下世界 で暮

ら してお られ るインカ リが、 この世 の終 わ りの 日に、私 たちの も とへ や って こ られるの だ。」 だ

か ら、飛行機が私 たちの方角 に向か って きた とき、「これ は、神様 の奇跡 だ。」 と叫び、脆 いて祈

った。私 も、「自分 は罪 を犯 してい ませ ん。いつ も畑 を耕 して、両親 を手伝 って きま した。」 と、

心の中で唱 えた。飛行機 は通 り過 ぎ、 シクアニのほ うへ飛 んでい った。

【資料19】 自動車(グ レゴリオの経験談)

最初 に自動車を見たのはサ ンペ ドロでだった。それは、物を運ぶ小 さなトラックのように見え

た。当時は、人々は徒歩か、ラバか、馬か、ロバで旅行 した。だから、自動車で旅行する者は椰

楡 された。「銀貨を持っているから、お金持ちだから、自動車に乗るのだ。」そのように見 られた

から、人々は自動車では旅行 したがらなかった。

V[お わ りに

グレゴリオが自らの人生を語る決心をしたのは、自分たちが味わったような辛酸をつぎの世代

の人々には味わわせないように願ったからだった。

ペルー ・アンデスの農村は、スペイン人による征服 と植民地化の結果、半封建的な制度が接木

され、根底的に歪曲されて しまったものの、アイニという互酬労働の 〔つまり相互扶助の〕世界と

いう側面 も、なんとか残存 していた。残念なが ら、孤児だったグレゴリオや、父や兄 を失ったア

スンタは、このアイニの網の目を十分に活用することができず、やがてクスコ市に移住 し、そこ

で二人が出会うことになる。クスコ市は、第V章 にあるように、グレゴリオの目には、「金、金、

金」の世界に映った。このクスコ市でも金には無縁で、辛酸の限 りを味わうが、それにもかかわ
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らず、あ るいはそれだか らこそ、 クス コ市で 、 自分た ち荷担 ぎ人夫 〔グレゴリオの目には他者から

顧みられることのない 「都会の孤児」に見えた〕の 間で、ア イニ の ような相互扶助 の組織 が復 活 され

る ことを夢 見たのであ る。英語版 の 「あ とが き」 に よれば、1987年 に はグ レゴリオ ・コン ドリ ・

ママ ーこの名 を冠 したNGO組 織 が ドイ ツ人 と地元 の有志 の手で結 成 され、避 難所 「荷担 ぎ人夫

のための家」 も生 まれてい る。

三番 目の妻 であ り、教会 婚 を したアス ンタは、 グレゴ リオの よ うな語 り部 ではなか ったのか、

口頭伝承 らしい話 はほ とん ど残 してい ない。 だか ら、最後 に、つ ぎの ようなアス ンタの言葉 を、

結語 と して、記 してお きたい。

【資料20】 人生最後の仕事(ア スンタの話)'

死ぬ8年 前 になると、私たちの魂は歩 き始め、人生で歩いてきたあらゆる場所から自分の足跡

を集めるという。こうして私たちの哀れな魂は何度 も何度 も立ち止 まり、不注意のせいで縫い針

を地面に落 としたかもしれない場所で最後の苦 しみを受けているのだ。だから、縫い針 とかかが

り針 とかは、注意して扱わなければならない。ああ、きっと、私の魂 も、もう巡礼 を始めたのだ。

だから、疲れ切った足で、私は目を覚ますのだ。

注

1)RicardoValderramaFernandez&CarmenEscalanteGutierrez,GregorioCondoriMamani:

Autobiografia,Cusco,1977.筆 者 の 手 元 に あ る の は 、1981年 の第2版 、 スペ イ ン語 と ケチ ュ ア語 の 二 言 語

併 用 版 で あ り、 人 類 学 者 ソ イデ マ の ス ペ イ ン語 の序 文 が つ い て い る 。 本 稿 執 筆 の た め に は 、 こ の 第2版 と、

注4)の 英 語 版 を 活 用 した 。 な お 、 ア ス ン タ の証 言 につ い て は 、 す で に 『資 料 ラ テ ンア メ リカ 』 第36号

(2003年8月 刊)に 訳 出 した。

2)1940年 の 国勢 調 査 で は 、 ペ ル ー全 土 で15歳 以 上 の 住 民 の うち で ス ペ イ ン語 の 非 識 字 率 は57.4%に の ぼ っ

た 。 性 別 ・地 域 別 の 比 率 が 分 か る1961年 の 国勢 調 査 で は 全 体 で は38.9%ま で 減 少 した が 、都 市(17.7%)

よ りも農 村(59.4%)の ほ うが 、 また 農 村 で も男 性(41.6%)よ り も女 性(76.2%)の ほ うが 、 非 識 字 率 は

か な り高 か っ た。

3)1968年 に権 力 を奪 取 した ベ ラス コ軍 事 政 権(-1975年)は 、 一一連 の 、上 か らの 近代 化 改 革 の 一 環 と して 、

先 住 民 言 語 の 一 つ で あ る ケ チ ュ ア 語 を 、 ス ペ イ ン語 と同 等 の公 用 語 に指 定 した 。 そ の 結 果 、1975年 に は 、

ケ チ ュ ア語 の 正 書 法 が 制 定 さ れ 、 そ れ に基 づ い て 地 方 ご と に6種 類 の 辞 書 と文 法 書 も 出版 さ れ る こ と と な

る。 こ の 改 革 が 挫 折 した あ と も、 今 日 ま で 、 ケ チ ュ ア語 に よ る 出 版 を積 極 的 に行 な っ て きた 「バ ル トロ メ

ー ・デ ・ラス ・カサ ス 」 ア ンデ ス 農 村 研 究 所 は 、 この 『自伝 』 を 「ア ン デ ス の 口 頭 伝 承 」 シ リー ズ の 一 冊

と して 出版 して い る 。

4)PaulH.Gelles&GabrielaMartinezEscobartrs.,AndeanLives:GregorioCondoriMamani&Asunta

QuispeHuaman,Austin,1996.

5)熱 帯 高 地 につ い て は、 山本 紀 夫 「熱 帯 高 地 とは 一人間の生活領域 としての視点 から一」 『熱帯 研 究 』5巻3/4

号(1996年)を 参 照 。

6)ラ ・ラ ヤ とは 、 想 像 上 の もの を含 め た 境 界 線 を意 味 す る。 文 中 の場 合 は 、 具 体 的 に は 、 ペ ル ー と ボ リ ビ

ア の境 界 を形 成 す る プ ー ノ 地 方 を指 す 。
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7)チ ャナクとは、ケチュア語で末っ子 を意味する。

8)ア ウサンガテ山は、クスコ県キスピカンチ郡に位置する、海抜6384メ ー トルの高峰で、クスコ地方の地

元住民の信仰を集める。

9)拙 稿 「ペルー ・アンデスの口頭伝承一+字 架一」『奈良史学』20号(2002年)

10)サ ミンチャとは、ケチュア語で、その日最初に飲んだり食べた りするとき、吹いた り爪ではじいた りし

て、地母神や山の神にその香 りを捧げることを意味する。

11)ヤ ウリはアンデス中腹地帯に特有の潅木で、丈は1メ ー トル くらいになる。刺があ り、赤っぽい花が咲

く。学名は、BarnadesiaDombeyanaで あ る。

12)レ グアは長さの単位であ り、スペインでは、1レ グアは約5.5キ ロに等 しい。

13)そ の他の兄弟は、クスコ地方の巡礼先として有名なコイリュリティと、アクリャマユである、とグレゴ

リオは名前だけあげている。

14)ハ シント・ロケは、カトリックの聖人の名前である。シンクレティズム現象の一つであることが明らか

であろう。

15)プ マ ックワンカナンパタとは、ケチュア語で、「ピューマが雄叫びを上げる場所」を意味する。

16)ピ シュタコについては、加藤隆浩 「ピシュタコーアンデス世界における村落と都市の媒介者一」杉本良男編

『伝統宗教 と知識』(南 山大学人類学研究所、1991年)な どを参照。

17)リ ンボ界 とは宗教用語で、地獄の辺土を意味する。未洗礼のまま死んだ幼児の魂が行 くところとされる。

18)文 中の トゥパ ック ・アマルはトゥパ ック ・アマルニ世、つまりホセ ・ガブリエル ・コンドルカンキを指

す。18世 紀後期に先住民らを率いて蜂起 した、ペルー独立運動の先駆者であるが、スペイン副王軍に破れ、

八つ裂 きの刑に処せられる。

19)文 中では、ビクーニャの毛を使って作ったキープのことを指す。縄の色や結び目で数を記録 した。
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